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　今年も田植えのシーズンが訪れ、５月８日から各地域で田植えが行われました！
　写真は５月１８日から田植え作業を開始した川村祐太さん（北竜地区）です♪

➡記事の詳細は2ページ

JAきたそらちでは、ホームページ/Facebook/
Instagram/YouTubeで、魅力満載の情報を
発信中です！ぜひ、ご覧ください！
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今年も田植えスタート！！今年も田植えスタート！！

　Ხ月24日からᲯ月11日にかƚ、当JAሥϋӲૅ所で൦ᆖᏋᒁȏǦǹの߹ׅが行われた。ૅ所փ農課職

員を中࣎に、ૅ所ᗡσฎ課、ૅ所資材課、資材ਖ਼ᡶ課、ᝤ売ᢿ、またᆰჷ農業ો良୍ӏǻンǿー҅ᆰჷ

ૅ所の職員などがྰにЎかれて、同ሥϋの൦ᆖ生産者をᚧբし、ᒁのᒬɣなどの生ᏋཞඞやȏǦǹϋの̬

ภ、൦૾ࡸ、ʻ後のᏋᒁሥྸにƭいてᄩᛐした。

　߹ׅした職員は、「ʻ年はᲮ月から˯ภ、ࢍがዓきછᆔ後のሥྸ作業が᩼ࠝにᩊしい年となったが、

生産者のᏋᒁ২ᘐの᭗さがႆੱされ、ٻきなɧφ合のႆ生は見られなかった」と話す。

ਫҴҭබ८ճを࣮ࢪ

　Ჯ月8日から、多度࣓עғをႝЏりに、JAሥϋӲעғで田植え作業がǹǿートした。

　҅ᇕעғでは、߷ᅎٽさんᲢᘙኡϙჇᲣがᲯ月18日から作業をڼめ、1�日Ǆどかƚて18�8�JCに「Ǐ

めƽりか」「ななƭぼし」「ƓぼǖƮき」「きたくりん」を作˄ƚする。߷さんは、「݊い日がዓきᒁሥྸに

はᒊіしたが、いいᒁができた。ᅸには፦ԛしいƓ米をႏさんにƓފƚしたいです」とॖൢᡂǉ。

　ʻ年度のJAሥϋでは、うるƪ米ともƪ米合わƤてᚘኖ�����JCで作˄ƚする見ᡂǈ。田植え作業はᲯ月

1�日᪭Ȕークをᡇえ、Ჯ月᪭までዓくʖ定。
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5月8日から18日にかƚ、൦ᆖ直છᄂᆮ会によるʻ年度の直છછᆔ作業が行われた。ᄂᆮ会

では、4ӸのǪȚレーǿーにJA職員が˄きGPSᐯѣદᑐೞᏡを˄ƚた12வのݦ用છᆔೞと

ʴȘȪ、ȉローンによるછᆔ作業を行った。

　同会員42Ӹの൦田に「ななƭぼし」「Ǐめƽりか」「えǈまる」

のǄか、૰用米の「ƦらǏたか」などのᆔቡを作˄ƚた。ମ年と

ൔǂて᩿ᆢは50haفえኖ150haとなった。

　൦ᆖ直છᄂᆮ会のʙ務ޅは、「᩿ᆢのࠢٻなفьがʻ後もዓき、

くてはならない২ᘐになるとᎋえられる。છᆔ体Сૢͳを行いʻ後

にࣖݣしていきたい」と

話す。

Ƃᝤ売ᢿ　田ƃ

水稲直播研究会　播種作業水稲直播研究会　播種作業

　Ხ月28日、ƾかがわᎹཅ組合Ტᬔئџʚ組合長Უのᐮዮ会がਏ഻҅ܖٻෙᢊჺ期ܖٻのᜒ፯ܴで͵され、

同組合員やข߷ࠊ長の田中ଡ࠳൞、҅ෙᢊᜭ会ᜭ員の植Ⴧ፦൞、᧙̞ೞ᧙のࢫ職員など70ӸがӋьした。

　会にƋたりᬔئ組合長は、「22年間組合長を務めさƤて᪬いた。この組合がここまでٻきくなったのは

ࣖੲして᪬いた᧙̞ೞ᧙のႏ様のƓかげ。ᡈ年はコロȊᅤやロǷǢによるǦクȩǤȊ̛ૌ、όܤなどのࢨ᪪

で૰が᭗ᬸするなどέが見えないཞඞでƋる。ӈしいཞඞƩがႏ様とщを合わƤ、このᩊޅをʈりឭえたい」

とჇ᩿Ⴘな༏い話を中࣎にਮਠを行い、ƋわƤて༪ᇰɡ҄٭Ტ᭟からのǹǭンȘȃȉᲣを行うなど会ئを

。きくႮり上げたٻ

　また本ዮ会のᜭʙでは、ˋԧᲮ年度ʙ業ȷӓૅൿምإԓ、ˋԧᲯ年度のʙ業ᚘဒሁがҾకᡫり১ᛐされた。

　さらにࢫ員ોᢠが行われ、長年に渡り組合長として同組合をཏࡽしてきたᬔئ組合長がџᡚし、新組合長

として多度࣓עғのᤠங直ʴ൞がݼ˓した。

にƋたりᤠங新組合長は「အ産業မは૰の᭗ᬸ˓ݼ　

によるコǹト᭗など課᫆も多いが、このᒊؾをでき

るように組合ɟɺとなってщを合わƤて᪴ࢌりましǐ

う」とॖൢᡂǈをᛖった。

　ᡈ年はコロȊᅤにより、同組合がɼ͵するǤșントは

中ഥとしていたが、ʻ年度にƭいてはྵཞ͵する૾Ӽ

でᡶめている。ᛇ細がൿまりഏᇹ、当JAの505ሁでԓ

ჷを行うʖ定。

ൢച෦ൢച෦ൢച෦ൢച෦ൢച෦ൢച෦ൢച෦ൢച෦

;͔͕わڇ合ྟ࣌૯ձΛ։࠵
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　�月よりփ業間がɦᚡのᡫり٭となります。

ച所FDJ3͔ΒのおΒせച所FDJ3͔ΒのおΒせ

�݄͔Β9݄まͰのӦۀ時間　9ɿ00 ʙ�9ɿ00

FDJ3ͰΰʔϧσンΟʔΫ
Πϕントを։࠵！
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FDJ3ͰΰʔϧσンΟʔΫ
Πϕントを։࠵！

߹һͷಈ͖
ʢ令和5年̐ 月日ʣ

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,231
104
5,502
271
878

当月末
20
0
17
0
16

脱退
1
2
42
0
1

加入
1,250
102
5,477
271
893

当期首
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発電電力

ŨˋԧᲯ年Ხ月実ጚ

売ᩓ᫇　2�1�2����όᲢ4�ό�MYJᲣ

ᚘဒݣൔ

Э年ݣൔ

54,074kWh 発電電力

ŨካᚘᲢRᲮ�12᳸RᲯ�ᲮᲣ

152,585kWh
ţ1�535M9J

ţ14�12�M9J

ᚘဒݣൔ

Э年ݣൔ

Ქ2��8�1M9J

ţ�4�1��M9J

　5月�日から5日の�日間、ข߷ࠊᢊのᬜ「ȩǤ

ǹȩンȉƾかがわ」農産物直売所「eciR」でゴール

ȇンǦǣークǭȣンȚーンを͵した。

　同Ǥșントには、ข߷産のǢǹȑȩやƝぼうがཎ

̖ᝤ売されることもƋりࡃЭから多くのᝰい物ܲ

がᚧれた。

　さらに、И日ᨂ定で行われた「ข߷産米すくいどり」

では、多くのᝰい物ܲが楽しǈ、ཎに܇どもたƪが

ਪするۋが多くǈられた。この日用ॖした「なな

ƭぼし」���MIᲢኖ���ׅЎᲣがܦ売するǄどٻ

。ᚸとなったڤ

　すくいどりにਪした܇どものᚃは「܇どもも

楽しめたのでよかった。Ǣǹȑȩもܤかったのでと

てもяかります」とᇰ᫊で話す。

੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦੨Ռ෦
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　当JAはሥϋ1�ఄఄܖݱと᭗ሁ養ᜱఄܖᲫఄに、JAȐンクがС作したᏋ材「農業とわたした

ƪのくらし」をពԑした。この材では、農業や、ؾ、またƦれらに᧙わるኺฎѣなどをǤȩ

ǹトやϙჇ、ǰȩȕでЎかりやすくᘙྵされてƓり、ഏɭ代をਃう܇どもたƪに農業ǁのྸᚐをขめ

てもらƓうと、平成2�年から年ዒዓしてពԑしている。

　ʻ年はᲮ月1�日、ஙܑ૨組合長がข߷ࠊᇌข߷ఄܖݱをᚧբし、同ఄ5年生にと材本ƓよƼ

&8&を渡した。

　材本をӖƚӕった同ఄのޛ田

ᅥӪఄ長は、「᭗ܖ年は田植えか

らᆖАりまで1年かƚてɟᡫりの

体験を行う。᪬いた材は、業

や体験のʙЭ資૰

としても用して

いきたい」と話す。

　4月2�日、᪦൶ထのǢǰȪまƋƿで҅ෙᢊᢒКထにƋ

る҅ෙᢊᢒК農業᭗ఄの生2ࢻ�Ӹに当JA職員�ӸがЈЭ

業を行った。

　この業は、᭗ఄのь体験ሁとƋわƤて「ข߷産の農作

物」、「農業にઃわるእらしさ」をˡえることをႸႎとして

行われたもの。

　はじめに、農業ਰᐻᢿփ農˖ဒ課のႉ߷ᑋ̞が当JAのಒ

ඞをᛟଢ、さらに「からできるǨǷǫルෞᝲ」と᫆しǨǷ

ǫルෞᝲとは˴か、「ע産עෞをॖᜤ」「ࣖੲෞᝲ」「ஊೞ、

ཎКఎؔ農産物をᢠƿᲢまたはఎؔするᲣ」などからǨǷǫ

ルෞᝲをӕりλれるȝǤントをᛟଢした。

　Ʀの後、ᝤ売ᢿ米穀課の᭗ஙჇ課長から米にƭいて、当

JAがӕり組ǉ「;'5�cNeCP米」「農ᕤራถ米」、ข߷ȞǤȊ

Ȫーのࢫлにƭいてᛟଢを行った。また、சஹにƓ米をƭな

げるӕ組として、ภܴјௐǬǹᲢȡǿンᲣЪถのためにᆖわ

らのЈやᅸƓこしの実をਖ਼ᡶしていることを合わƤてᛟଢした。

　இ後に᩷ௐᢿ᩷ௐ課のඕҾᅵଡ課長から当JAでӕりৢっている᩷ௐ物や、直売所eciRのኰ介、さらにᩋᇕᏋ

ᒁǻンǿーのࢫлや᩷ௐᢿでӕ組んでいる農ᅦ連ઃなどにƭいてもᛟଢ。

　業をӖƚた生ࢻは「ᅶたƪも業でもƪ米をᏋてているためܖんƩことをʻ後の業にかしていきたい。

本日の業は農業᭗ఄ生としてとてもࢫにᇌƭものとなりました」とज़ᜓをᡓǂた。

広い視点で食農教育　管内小学校へ食育教材を贈呈広い視点で食農教育　管内小学校へ食育教材を贈呈広い視点で食農教育　管内小学校へ食育教材を贈呈広い視点で食農教育　管内小学校へ食育教材を贈呈広い視点で食農教育　管内小学校へ食育教材を贈呈
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　ʻ年から、ϋᕲʴ൞Ტ᪦൶עғᲣとݼіዒዓૅੲʙ業所
ఇ�ᲽᲿᲽ

が新たにȞȃȁンǰし4月14日、農ᅦ連ઃの農作業をǹǿートさƤた。

　この日はややがƋったもののͅټも良く、М用者ᲬӸはϋᕲ൞から作業のᛟଢをӖƚた後、ᩧעに

植えられたᑶきのᨊᒬ作業を行った。

　ϋᕲ൞は「ମ年までとᢌうʙ業所でɧܤƩったが、Წʴとも作業ǹȔーȉがଔく٭ٻяかります」と

ᇰ᫊を見Ƥる。農ᅦ連ઃのᑶき作業は12月上କ᪭までዓく。

今年も『農福連携』の作業が始まる！ ۀۀۀۀۀ
ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦ৼڵ෦
ۀ
ৼڵ෦
ۀ
ৼڵ෦

雨竜町雨竜町雨竜町雨竜町雨竜町雨竜町雨竜町へへへへへ要請活動要請活動要請活動要請活動要請活動要請活動要請活動要請活動要請活動要請活動要請活動要請活動要請活動要請活動要請活動要請活動要請活動要請活動要請活動要請活動要請活動要請活動要請活動要請活動要請活動要請活動要請活動要請活動要請活動雨竜町へ要請活動雨竜町へ要請活動
　Ჯ月12日、当JAはႉ߷ʁኝ新ᩋᇕထ長、ᩋᇕထᜭ会ᇦȶҾМଢᜭ長ǁᙲᛪ

ѣを行った。

　このᙲᛪѣはӈしい農業ऴѬの中、農業ૅੲሊを新年度のʖምዻ成にӒପいたƩくことをႸႎとし

てʻ年から行うこととなった。

　当日は、当JAのޥ田ฌദݦ務がထ長ܴǁᚧբし、ႉ߷ထ長とเᒍҦ新иထ長ǁˋԧᲮ年度「ᩋᇕထᏄ

૰̖᭗ᬸݣሊᙀя」にݣしてのᜓᠴをᡓǂ、́ƤてJAからᙲஓとして「農産物の生産ਰᐻݣሊ」「農

業ᚨのᢃփݣሊ」「ഏɭ代農業者のӖλᏋ成ݣሊ」ሁのૅੲをᙲᛪしᙲஓを渡した。

　また、ထᜭ会ᜭ長ܴにƓいてᇦȶҾᜭ長ǁも同様にᙲᛪѣを行った。

　ʻ後もࡽきዓき行ૅੲをいたƩき、ע؏農業のਰᐻとᩋᇕထのႆޒにᝡྂしていきたい。

Ƃᩋᇕૅ所　קƃ

雨竜支所
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　当JAでは、「ע産עෞ」「農業体験」「ь体験」をᡫじて、「ԡ」ȷ「」ȷ「ᐯのݭさ」と「農業がௐたすࢫл」

をˡえるためˋԧᲭ年よりܖݱ生をݣᝋにした農Ꮛʙ業ƀǤȚȷトǤȷレǷǫƁを行っている。ᲢƀǤȚȷトǤȷ

レǷǫƁとは「ǤȚᲷǂる」「トǤᲷ᎓す」「レǷǫᲷᏋてる」というॖԛをਤƭǢǤȌᛖᲣ

　このʙ業は、農業体験や܇どもたƪとのᚑれ合いをᡫじ、ʴ間щを᭗める

ことをႸႎとしてJAᐯで行っているʴᝠ養成ؽにӋьする2�代のᒉ職

員1�Ӹがᢃփを行う。

　ʻ年は、5月1�日に同ʙ業の1ׅႸを͵、ข߷ࠊϋのδᇜ4ӸがӋьした。

めに職員から農業とJA、「ǤȚȷトǤȷレǷǫ」のѣڼ、どもたƪは܇　

ϋܾのᛟଢをӖƚた後、ئבにᆆѣし菜の定植体験を行った。

　ᒉ職員は菜ఎؔのჷᜤやኺ験がいため、έ職員にяᚕをᝫいなが

らแͳを行い、当日は܇どもたƪと協щしながらྚٻトȞトȷȊǹȷȔーȞン

のᒁをӲ1�本ƣƭ植え˄ƚた。

どもたƪは「Иめて菜を植えた、れてすƝくかったƚどとても楽し܇　

かった」とΨൢにज़ेを話す。

　また菜定植後、「ข߷ȞǤȊȪー」の見ܖも行い、ދ上から൦がࢌられ

た田んぼが࠼がるעΨのᑥを見渡すと܇どもたƪからはज़֑の٣が上がっ

た。

ʠࢠͲͨͪͱڞʹֶͿʡʮΠϖɾτΠɾϨγΧʯ
ୈ̍ ճ

～ࡊ定২ฤ～～ࡊ定২ฤ～

JA事業評価委員会を開催JA事業評価委員会を開催
　Ხ月21日、JAʙ業ᚸ̖ۀ員会が当JA本所の会ᜭܴで͵され、עғዮ代協ᜭ会、᩷ 年ᢿȷࣱڡᢿのᢿ長ȷ

иᢿ長、JA҅ෙᢊ中央会の職員、また当JAࢫ職員ƋわƤて2�ӸがӋьした。

　同ۀ員会は、JAのਰᐻᚘဒやʙ業ਖ਼ᡶにݣして組合員とࢫ職員がॖ見ʩ੭を行うことをႸႎに͵された。

　会に当たりஙܑ૨組合長は「ᇹᲱഏ農業ਰᐻᚘဒにƭいてはᲭ年がኺᢅした。Ჱഏの後Ҟ、Ჲഏのᚘ

ဒにӼƚて農協としてどのようなʙにӕり組んでいくか、ႏ様から様々な

Ɲॖ見を᪬きたい」とਮਠした。

　Ʀの後、Јࠗ者が5ǰルーȗにЎかれ、「組合員ǢンǱートኽௐにݣす

るॖ見」「JAע؏農業ਰᐻᚘဒǁの᧙࣎度」「JAのʙ業ਖ਼ᡶに̞るᙲஓȷ

ॖ見ʩ੭」の�ƭをȆーȞにȯークǷȧȃȗࡸ࢟でॖ見ʩ੭を行った。

　Ӳǰルーȗでは「ਃいや、ᒉがݲない。ྸဌとして、ଥのǤȡーǸ

がࢍくݼ農のȏーȉルが᭗いのでは。JAからの様々なૅੲとǤȡーǸを

ਚするऴ̮ႆإがٻЏ」「職員のᩉ職ྙが多いことがൢになる。᫂れる

職員のʴ材Ꮛ成を」「ਰᐻᚘဒはȝǤントをਵえもっとわかりやすくまと

め、組合員がᐯЎʙととらえられるようȀǤǸǧǹト༿を作成しては」な

どႆな᚛ᜭが行われた。ǰルーȗ᚛ᜭの後にはӲǰルーȗでの᚛ᜭϋܾ

がႆᘙされʻ後の課᫆、ᙲஓにݣしてJAがӕり組ǉǂきʙにƭいてσஊ

した。

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（7）



地区担当体制のご紹介
　ＪＡでは、組合員と共に地域農業を振興し、より良いＪＡ運営に向けて、地区担当体制を整備しています。
　今後、全戸巡回等を通じて組合員一人ひとりとの情報交換・ビジョンの共有を図って参りますので、よろしくお願いします。
　つきましては、本年度の地区担当職員及び作物別・部門別の担当職員をご紹介いたします。

Իߐ۠
【上段・左より】石野　泰誠　係　（深川支所営農課）
　　　　　　　　藤井　静代　係　（深川支所営農課）
　　　　　　　　斉藤　　基　課長（深川支所営農課）
【下段・左より】森島　直樹　主査（振興課）
　　　　　　　　小田嶋祐冴　係　（資材推進課）　
　　　　　　　　松本　大輝　係　（融資課）
　　　　　　　　玉置　将督　主査（渉外課）

ϝϜ۠
【上段・左より】荒井　悠志　係　　（深川支所営農課）
　　　　　　　　渡辺　理久　係　　（深川支所営農課）
　　　　　　　　上月　　洋　課長　（深川米穀施設課）
　　　　　　　　小島　和也　係　　（深川米穀施設課）
【下段・左より】廣田　　淳　課長　（振興課）
　　　　　　　　長内　大貴　係　　（資材推進課）
　　　　　　　　谷内　健二　主査　（融資課）

Ұቮ۠
【上段・左より】渡辺　康貴　考査役（深川支所営農課）
　　　　　　　　戸嶋　凌太　係　　（深川支所営農課）
　　　　　　　　板見　秀二　係　　（深川米穀施設課）
　　　　　　　　小松　　努　主査　（振興課）
【下段・左より】高桑　陵子　主査　（営農企画課）
　　　　　　　　田中　嘉浩　主査　（資材推進課）
　　　　　　　　岡部慎一郎　主査　（金融共済イチヤン本所）
　　　　　　　　白井　恵子　主査　（融資課）　　　　

ೲ۠
【上段・左より】吉田　拓哉　主査　（深川支所営農課）

　　　　　　　　畠中　将希　係　　（深川支所営農課）

　　　　　　　　白川　　航　係　　（営農企画課）

　　　　　　　　河端小弥太　係　　（営農企画課）

【下段・左より】越智　順哉　課長　（資材推進課）

　　　　　　　　一戸　栄治　主査　（融資課）

　　　　　　　　川元　朝日　係　　（渉外課）

ଟࢤ۠
【上段・左より】正田　佳子　主査　（深川支所営農課）

　　　　　　　　松本　隆史　係　　（深川支所営農課）

　　　　　　　　松本　定幸　課長　（営農企画課）

【下段・左より】畠山倫太朗　係　　（資材推進課）

　　　　　　　　山田　睦未　係　　（融資課）

　　　　　　　　千石　倖輔　係　　（渉外課）

　　　　　　　　清水　孝輝　係　　（渉外課）

（8）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち
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【左より】川田　博行　課長　（雨竜支所営農課）
　　　　　佐藤　恭丞　係　　（雨竜支所営農課）
　　　　　栗原　巧実　係　　（雨竜資材課）
　　　　　長谷川正治　課長　（金融共済雨竜支所）

【左より】中村　紘大　係　（雨竜支所営農課）
　　　　　田中　大治　主査（雨竜資材課）
　　　　　長谷川正治　課長（金融共済雨竜支所）

౦ӫ



【左より】米倉　　亮　主査　（雨竜支所営農課）
　　　　　中川　留美　主査　（雨竜資材課）
　　　　　青山　慶生　係　　（金融共済雨竜支所）

【左より】川田　博行　課長（雨竜支所営農課）
　　　　　田中　大治　主査（雨竜資材課）
　　　　　青山　慶生　係　（金融共済雨竜支所）

தԝ

本

【左より】伊藤　勝成　主査　（雨竜支所営農課）
　　　　　丸岡　章一　課長　（雨竜資材課）
　　　　　中村　　元　係　　（金融共済雨竜支所）

【左より】藤本　　篤　係　　（雨竜支所営農課）
　　　　　丸岡　章一　課長　（雨竜資材課）
　　　　　中村　　元　係　　（金融共済雨竜支所）

ཽ۠

【左より】荒田　勇次　課長　（北竜支所営農課）
　　　　　三宅　　創　主査　（北竜支所営農課）
　　　　　齊藤　蒼斗　係　　（北竜資材課）　
　　　　　古木　亮裕　主査　（金融共済北竜支所）

【左より】阿部　孝司　主査（北竜支所営農課）
　　　　　武田　裕二　課長（北竜資材課）

【左より】山田　雅典　係　　（北竜支所営農課）
　　　　　阿部　龍弥　係　　（北竜資材課）
　　　　　小笠原　清　考査役（金融共済北竜支所）

【左より】尾崎　　壮　係　（北竜支所営農課）
　　　　　松井　修司　課長（金融共済北竜支所）

ೆຈ・
ຈத

ຈՃ۠

【左より】前田真作之　課長　（幌加内支所営農課）
　　　　　岩本貴誉恵　主査　（幌加内支所営農課）
　　　　　齋藤　悠介　係　　（金融共済幌加内支所）

【左より】墓田　準也　主査　（幌加内支所営農課）
　　　　　宮田　大輔　係　　（幌加内資材課）
　　　　　渡辺　拓也　調査役（金融共済幌加内支所）

【左より】小野　　斉　考査役（幌加内支所営農課）
　　　　　嶺岸　智也　係　　（幌加内支所営農課）
　　　　　前野　尚弘　課長　（幌加内資材課）　
　　　　　本田　幸永　課長　（金融共済幌加内支所）

༑

൘୩・
・


・୩ࡾ
ཽܙ

ඒ༿ڇ・
࡞ݹ

ปਫ・
ଜؠ

ຈத・
ຈཬ

ຈཬ・
ຈ
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事業部　地区担当・作物別担当
ൢച෦࢈課

秋山　眞輝　課長
そば

齋藤　直寛　主査
小豆
雑穀

佐野　雄平　主査
小麦
大豆

和田　蒼士　係
てん菜
小麦
大豆

辻　　聖也　係
馬鈴薯

੨Ռ෦੨Ռ課

河原　秀昌　課長
玉ねぎ　他

（青果物全般）

楠木　貴博　主査
長いも
南瓜
アスパラ
とまと
百合根
にんにく
ほうれん草

川本　雄太　主査
北斗メロン
胡瓜

インゲン
豆類

マダーボール
スイートコーン

柏倉　隆芳　係
旬菜

植田　隼斗　係
いちご
ピーマン
長ネギ

ミニトマト
果樹

ワインブドウ

浅沼　昭博　主査
暑寒メロン
マダーボール
スイートコーン

長ネギ
インゲン
南瓜

アスパラ　　

渡部　翔也　係
てん菜
そば

藤川　憂也　係
ひまわりメロン
ひまわりすいか

いちご
インゲン
アスパラ
とまと

スイートコーン
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෦ ೩料՝ࡁܦ
Ԭྛ ྑ ՝͔Βͷίϝϯτ
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+"きたͦらͪにある�かॴのϗクϨン
ΨιϦンελンドのӡӦ・ཧを行ͬていま
す。ࡂなどがݪҼのఀి࣌にࣗՈ発ి
ઃඋをඋ͑、ܧଓしてҬॅຽの方ʑにڅ
༉できるॅຽڌαʔϏεεςʔションと
して、ҬのϥΠϑϥΠンをकͬて参ります。

JAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらち 部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介 No.２No.２
経済部燃料課経済部燃料課

ྩ̑

左から鈴木育代、岡林良幸課長、須見隆広主査

　4月24日から5月18日までの期間、本年度のホクレン農業協同組合連合会新採用職員の農協実習が当

JAで行われ、横平龍之介さんと武田菜央さんが資材課をはじめ、米穀課や農産物直売所eciRなどで多岐

にわたる農協実習を体験した。

　5月8日から5日間は、ひまわりすいか組合の渡邊俊成組合長宅でひまわりすいかの定植や細い枝をと

り栄養が集中するようにコントロールする芽かき作業、代搔き後の浮き藁を田んぼからすくい上げるゴミ

上げ作業などを行った。実習を終え横平さんは「様々な業務を体験できてとても楽しかったです」と話し、

武田さんは「JAと生産者の繋がりを見ることができて良かったです」と話した。

ϗ
Ϋ
Ϩ
ϯ
࣮
श
ੜ
が

ϗ
Ϋ
Ϩ
ϯ
࣮
श
ੜ
が

ϗ
Ϋ
Ϩ
ϯ
࣮
श
ੜ
が

ϗ
Ϋ
Ϩ
ϯ
࣮
श
ੜ
が

ϗ
Ϋ
Ϩ
ϯ
࣮
श
ੜ
が

ϗ
Ϋ
Ϩ
ϯ
࣮
श
ੜ
が

ϗ
Ϋ
Ϩ
ϯ
࣮
श
ੜ
が

ϗ
Ϋ
Ϩ
ϯ
࣮
श
ੜ
が

ϗ
Ϋ
Ϩ
ϯ
࣮
श
ੜ
が

ϗ
Ϋ
Ϩ
ϯ
࣮
श
ੜ
が

ϗ
Ϋ
Ϩ
ϯ
࣮
श
ੜ
が

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

̟
̖
͖
ͨ
そ
Β
ͪ
Ͱ

ڠ
࣮
श

ϗ
Ϋ
Ϩ
ϯ
࣮
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࣮
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࣮
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ڠ
࣮
श
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互
い
に
「
挨
拶
が
こ
だ
ま
す
る
職
場ŉ

を
目
指
そ
う

　
令
和
５
年
を
迎
え
半
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
農
繁
期
を
迎
え
組
合
員
の

皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
何
か
と
忙
し

い
毎
日
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
こ
の
広
報
誌
４
月

号
の
拙
文
で
も
話
題
に
し
た
サ
ム
ラ
イ
塾

に
お
け
る
企
画
立
案
の
関
係
や
、
あ
る
い

は
数
日
の
違
い
で
開
催
さ
れ
た
自
分
塾
の

最
終
講
義
で
奇
し
く
も
同
様
に
話
題
に

な
っ
た
「
挨
拶ŉ
に
つ
い
て
考
え
て
み
る

こ
と
に
し
ま
す
。
私
は
職
業
柄
、
様
々
な

企
業
に
顔
を
出
す
機
会
が
多
く
、Ｊ
Ａ
関

係
も
随
分
ア
チ
コ
チ
と
お
邪
魔
を
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
際
に
気
に
な
る
こ
と
の
一

つ
に
「
元
気
の
な
い
挨
拶ŉ

が
あ
り
ま
す
。

時
に
は
「
こ
れ
が
本
当
に
サ
ー
ビ
ス
業
な

の
？ŉ

と
疑
い
た
く
な
る
こ
と
も
。
実
は

先
述
し
た
二
つ
の
研
修
会
で
、
奇
し
く
も

「
何
故
、
挨
拶
が
出
来
な
い
か
？ŉ

が
共
通

の
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
サ
ー
ビ

ス
業
と
し
て
、
と
い
う
よ
り
一
人
の
人
間

と
し
て
と
て
も
悲
し
い
こ
と
で
す
。
こ
の

「
挨
拶ŉ

で
す
が「
挨ŉ

に
は「
押
すŉ

や「
開

くŉ

、「
拶ŉ

に
は
「
引
き
出
すŉ

や
「
迫
る

ŉ

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
合

体
す
る
と
「
挨
拶
と
は
『
自
分
の
気
持
ち

を
開
い
て
、
相
手
の
よ
い
面
を
引
き
出
す

こ
と
』ŉ

く
ら
い
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
。
そ

う
す
る
と
「
小
さ
く
て
相
手
に
聞
こ
え
な

いŉ

と
か
、「
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を
見
な
が

らŉ

等
が
果
た
し
て
挨
拶
と
い
え
る
で

し
ょ
う
か
？
私
は
こ
れ
は
「
言
葉
を
発
し

て
い
る
か
、
言
葉
を
返
し
て
い
る
に
過
ぎ

な
いŉ

と
い
い
、
こ
れ
を
挨
拶
と
は
思
い

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
挨
拶ŉ

の
仕
方
を
頭

文
字
で
な
ら
べ
る
と
こ
う
な
り
ま
す
。「
明

る
く
、
い
つ
も
、
先
に
、
続
け
るŉ

と
。

と
こ
ろ
で
そ
れ
に
関
連
し
こ
ん
な
話
し

を
。
も
う
あ
れ
は
10
年
以
上
も
前
の
こ
と

に
な
り
ま
す
。
高
齢
者
雇
用
を
普
及
さ
せ

る
事
業
で
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
委
嘱
を
受

け
、
訪
問
先
の
企
業
と
し
て
割
り
当
て
ら

れ
た
一
つ
に
あ
る
Ｊ
Ａ
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
そ
こ
に
伺
う
の
は
初
め
て
で
、
ど
う

も
誤
っ
て
裏
口
の
方
か
ら
入
所
し
て
し

ま
っ
た
ら
し
く
、
そ
こ
に
は
電
算
室
が
あ

り
女
性
職
員
の
方
が
数
名
、
何
か
の
打
ち

込
み
を
し
て
お
り
ま
し
た
。「
お
仕
事
中

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
総
務
関
係
は
ど

ち
ら
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
？ŉ

と
丁
重
に

挨
拶
を
す
る
と
、「
な
ん
で
こ
ん
な
所
か

ら
入
っ
て
く
る
の
？
面
倒
く
さ
い
っ
た
ら

あ
り
ゃ
し
な
い
！ŉ�ʜ

言
葉
で
は
言
っ
て

は
い
な
い
も
の
の
、
互
い
に
顔
を
見
合
わ

せ
や
り
と
り
を
す
る
仕
草
に
そ
う
感
じ
た

私
が
お
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
態
度
な

ど
か
ら
感
じ
る
の
を「
ボ
デ
ィ・ラ
ン
ゲ
ー

ジ	

身
体
言
語
ŉ

と
い
い
、
接
客
等
に
お

い
て
は
非
常
に
大
き
な
意
味
を
持
ち
ま

す
。
そ
れ
で
も
一
番
手
前
に
い
た
方
が
案

内
を
し
て
く
れ
２
階
に
あ
る
総
務
部
へ
。

そ
う
し
て
担
当
で
あ
る
総
務
課
長
と
話
を

し
て
い
る
と
、
い
つ
し
か
接
客
関
係
に
話

が
及
び
ま
し
た
。
彼
曰
く
。「
実
は
私
共

の
Ｊ
Ａ
で
は
年
に
２
回
．
全
従
業
員
を
対

象
に
マ
ナ
ー
の
研
修
を
し
て
い
ま
す
。
先

日
も
そ
れ
を
終
え
た
ば
か
り
で
すŉ

と
胸

を
張
り
口
に
す
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
そ
れ
が
こ
れ
な
の
？ŉ

と
私
は
言
い
た
い

気
持
ち
を
抑
え
る
の
が
や
っ
と
。
も
し
私

が
組
合
員
な
ど
の
利
用
す
る
立
場
で
あ
っ

た
ら
、
あ
の
電
算
室
に
い
た
女
性
の
方
々

の
対
応
を
思
い
出
す
と
や
り
き
れ
な
い
気

持
ち
に
な
っ
て
き
ま
す
。
確
か
、
こ
の
Ｊ

Ａ
で
も
日
頃
か
ら
口
す
っ
ぱ
く
「
挨
拶
の

大
切
さŉ

は
強
調
さ
れ
、
彼
女
達
も
十
分

に
そ
の
意
味
は
理
解
を
し
て
い
る
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
「
挨
拶
の
大
切
さ
が

わ
か
るŉ

と
「
挨
拶
が
出
来
るŉ

と
は
全
く

別
物
で
す
。中
で
も
始
末
が
悪
い
の
が「
わ

か
っ
て
い
る
の
に
出
来
な
い
人ŉ

で
す
。

組
織
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
私
は

「
そ
の
キ
ー
マ
ン
は
管
理
職
に
あ
るŉ

と

思
っ
て
い
ま
す
。
管
理
職
で
あ
る
あ
な
た

が
ど
の
よ
う
な
モ
デ
ル
を
見
せ
て
い
る
か

で
す
。「
部
下
は
上
司
の
育
て
た
よ
う
に

育
つŉ

の
で
す
。

　
な
お
、
私
は
新
入
職
員
研
修
等
で
「
挨

拶
は
他
人
の
為
に
す
る
の
で
は
な
い
。
自

分
の
為
に
す
る
も
の
だ
と
思
っ
て
下
さ

い
」
と
言
い
ま
す
。
そ
し
て
「
良
い
こ
と

は
す
ぐ
や
る
。
悪
い
こ
と
は
け
し
て
真
似

な
いŉ

と
も
。
こ
れ
を
機
会
に
次
の
言
葉

を
共
通
用
語
に
す
る
の
も
一
つ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

「
挨
拶
人
間
に
不
幸
な
し
！ŉ

石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄ののののののののの石田邦雄の石田邦雄の 農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛 第27回第27回
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中
高
年
の
足
底
の
痛
み

み
き
た
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

三
木
田

　
　光

足
底
の
痛
み
の
中
で
、
中
足
痛
は
外
反
母
趾
に
伴
う
前
足
部
変
形
に
よ
る
も
の
、
リ
ウ
マ
チ
足
に
よ
る
も
の
等
が
あ
り
ま
す
が
今
回
は
外
反
母
趾
に
つ
い
て
説
明
い
た

し
ま
す
。
外
反
母
趾
に
伴
う
中
足
痛
は
、
日
常
診
療
で
最
も
頻
繁
に
認
め
る
も
の
で
す
。
母
趾
が
中
足
基
節
間
関
節
（
Ｍ
Ｔ
Ｐ
関
節
）
で
外
反
す
る
変
形
で
、
第
一
中
足

骨
の
内
反
変
形
が
外
反
母
趾
に
共
通
し
て
い
ま
す
。
実
際
は
開
帳
足
、
扁
平
足
や
母
趾
の
回
旋
変
形
を
も
伴
う
、
三
次
元
的
な
変
形
で
あ
り
、
そ
の
中
心
的
な
役
割
は
第

一
足
根
中
足
関
節
（
Ｔ
Ｍ
Ｔ
関
節
）
の
異
常
な
可
動
性
に
よ
る
変
形
が
主
体
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
内
側
縦
ア
ー
チ
と
横
ア
ー
チ
は
扁
平
化
し
て
、
開
帳
足
、
扁

平
足
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
ま
す
。
母
趾
球
部
の
支
持
性
低
下
や
第
２
、３
中
足
骨
が
相
対
的
に
長
く
な
る
こ
と
で
中
足
骨
頭
底
部
の
負
荷
が
増
大
し
、
中
足
痛
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
足
底
圧
の
研
究
で
は
、
外
反
母
趾
足
で
は
健
常
足
に
比
べ
て
立
位
、
歩
行
時
と
も
に
足
底
に
か
か
る
圧
と
荷
重
量
が
母
趾
列
で
は
減
少
し
、
前
足
部
中
央
底

部
で
は
増
加
し
て
い
る
と
す
る
報
告
が
多
い
。
母
趾
の
変
形
が
進
む
と
、第
２
、３
足
趾
の
屈
趾
変
形
、Ｍ
Ｔ
Ｐ
関
節
の
脱
臼
が
生
じ
る
こ
と
で
さ
ら
に
痛
み
が
増
大
す
る
。

保
存
的
治
療
と
し
て

足
趾
運
動
な
ど
の
体
操
療
法
や
イ
ン
ソ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
装
具
療
法
が
あ
り
ま
す
。
Ｍ
Ｔ
Ｐ
関
節
に
脱
臼
が
な
け
れ
ば
イ
ン
ソ
ー
ル
を
用
い

る
。
一
般
的
に
は
内
側
縦
ア
ー
チ
に
沿
っ
た
ア
ー
チ
サ
ポ
ー
ト
タ
イ
プ
を
用
い
、
中
足
部
に
中
足
骨
パ
ッ
ド
を
用
い
て

横
ア
ー
チ
も
矯
正
し
ま
す
。
イ
ン
ソ
ー
ル
の
治
療
に
よ
り
症
状
が
変
わ
ら
ず
、
除
痛
効
果
が
落
ち
る
よ
う
で
あ
れ
ば
手

術
的
治
療
を
考
え
ま
す
。
外
反
母
趾
の
変
形
が
軽
度
の
症
例
で
は
第
一
中
足
骨
の
遠
位
骨
切
り
術
を
選
択
、
変
形
が
中

等
度
か
ら
高
度
の
症
例
で
は
第
一
中
足
骨
近
位
骨
切
り
術
や
第
一
Ｔ
Ｍ
Ｔ
関
節
固
定
術
な
ど
が
選
択
さ
れ
ま
す
。
手
術

に
よ
り
足
部
ア
ー
チ
の
改
善
に
よ
り
母
趾
球
で
の
支
持
性
を
高
め
、
第
２
、３
足
趾
Ｍ
Ｔ
Ｐ
関
節
底
側
へ
の
負
荷
が
減

少
す
る
こ
と
と
な
り
、
中
足
骨
痛
と
胼
胝
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。
足
底
痛
で
悩
ま
れ
て
い
る
方
は
整
形
外
科
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（13）
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●各市町からの助成を受けるためには、検診結果が各市町に提供されることに同意する事が必要です。
●上記以外に前立腺がん検診やB型・Ｃ型肝炎検査などのオプション検診が用意されております。
●令和5年4月1日以降発行の「特定健康診査受診券」を、すでに掛かりつけの病院等で使用された方につきましては市町の助成金はありません。
●巡回ドック受診の際には「健康保険証」と「特定健康診査受診券」を忘れずにご持参下さい。
●新型コロナウイルス感染防止対策として受付時間と人数を指定させていただきます。
　待合スペースの密集状態防止措置のため、ご希望時間に添えない場合がございますが何卒ご理解の程お願いいたします。

☆お申し込み方法や日程などの詳細につきましては、各支所の人間ドック担当者へお問い合わせ願います。

　巡回ドック健診項目

■市・町・ＪＡの助成後の
　検診料金

基本తͳ߲目

国保市・町

国保 後期高齢者医療 社保（本人） 社保（家族）
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国保 後期高齢者医療 社保（本人） 社保（家族）

�����ԁ
�����ԁ
�����ԁ

後期高齢者医療

��5��ԁ
��5��ԁ
��5��ԁ

34歳以下
社保（本人） 社保（家族）

����5ԁ
����5ԁ
����5ԁ

35歳以上
��5��ԁ
��5��ԁ
��5��ԁ

39歳以下
�����ԁ
�����ԁ
�����ԁ

40歳以上

ಛ定݈ɺ͕Μݕ
※以下項目は、一定の基準により医師が必要と認めた場合に実施します。

心電図、眼底検査、貧血検査、血清クレアチニン検査

※以下項目を、一定の基準により医師が必要と認め検診を実施した場合は別途料金がかかります。
心電図1,430円、眼底検査638円、貧血検査232円、血清クレアチニン検査110円

※以下項目を、一定の基準により医師が必要と認め検診を実施した場合は別途料金がかかります。ただし、国保で40歳～74歳の方
　は市の助成があります。心電図1,430円、眼底検査638円、貧血検査232円、血清クレアチニン検査110円

※JA助成金（5,000円）対象は、正組合員及び同居している家族・農業に従事している家族です。
　准組合員の方は対象外です。
※社会保険の方の金額は、協会けんぽへ申込後の金額です。

※国保で39歳以下の方は16,500円となります。

※加入保険により検診料金が変わります。
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国保 後期高齢者医療 社保（本人） 社保（家族）

あなたの健康は家族の幸せの第一歩！！
年１回のドック受診をおすすめいたします。

（14）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



未来へ向けて若い人や

女性などが取り組んで

いこうとしているところが

とても素晴らしいなと思

いました。

未来へ向けて若い人や

女性などが取り組んで

いこうとしているところが

とても素晴らしいなと思

いました。

情報満載でとても読み応えがあり

ますね！

情報満載でとても読み応えがあり

ますね！

JAきたそらち機構図を

見て、知っている名前

が少なくなり元同僚は

次 と々退職ですね。

JAきたそらち機構図を

見て、知っている名前

が少なくなり元同僚は

次 と々退職ですね。

無代かき、不耕起について興

味はあるが、導入した田植機

にその機能がなかった・・・

無代かき、不耕起について興

味はあるが、導入した田植機

にその機能がなかった・・・

広報誌に寄せられたコメントを紹介！広報誌に寄せられたコメントを紹介！読者の感想

ＪＡへの就職希望者１００%就職ＪＡへの就職希望者１００%就職
令和６年度第１回学生募集令和６年度第１回学生募集

（令和４年度実績）（令和４年度実績）

●定員６０名 ●男女共学 ●１カ年、全寮制
●受験資格：満２４歳未満（令和５年４月１日現在）/
　　　　　　大学卒及び見込、短大・専門学校卒及び見込、高校卒及び見込
●試験日：９月23日（土） ●願書受付：７月14日（金）～８月31日（木）消印有効

●学校見学もできます

●定員６０名 ●男女共学 ●１カ年、全寮制
●受験資格：満２４歳未満（令和５年４月１日現在）/
　　　　　　大学卒及び見込、短大・専門学校卒及び見込、高校卒及び見込
●試験日：９月23日（土） ●願書受付：７月14日（金）～８月31日（木）消印有効

●学校見学もできます
ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校

一般財団法人
北海道農業協同組合学校
〒069‐0834　江別市文京台東町43－1
☎0120－918－417　【ＪＡカレッジ】で

一般財団法人
北海道農業協同組合学校
〒069‐0834　江別市文京台東町43－1
☎0120－918－417　【ＪＡカレッジ】で

お問合せ
資料請求
お問合せ
資料請求

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（15）



●
他
企
業
で
は
中
途
採
用
を

行
い
職
員
数
の
確
保
を
行
っ

て
い
る
が
当
Ｊ
Ａ
は
ど
の
よ

う
な
状
況
か
。

●
今
年
度
１
名
の
中
途
採
用

を
行
い
ま
し
た
。
中
途
採
用

の
求
人
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な

ど
を
通
じ
て
）
は
引
き
続
き

継
続
し
て
行
っ
て
参
り
ま
す
。

●
今
年
度
の
計
画
で
教
育
研

修
費
が
増
加
し
て
い
る
が
ど

う
し
て
か
？

●
役
員
研
修
の
実
施
や
職
員

研
修
（
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
階
層

別
研
修
な
ど
）
も
コ
ロ
ナ
明

け
で
通
常
通
り
活
発
に
な
る

事
が
想
定
さ
れ
ま
す
し
、
さ

ら
に
は
外
部
講
師
等
を
招
い

た
研
修
（
サ
ム
ラ
イ
塾
・
な

で
し
こ
塾
・
自
分
塾
）
な
ど

も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

●
事
業
分
量
配
当
比
率
は
ど

の
よ
う
に
決
め
て
い
る
の

か
？

●
販
売
手
数
料
を
ベ
ー
ス
に

決
定
し
て
い
ま
す
。

●
離
職
者
・
退
職
者
の
割
合

に
つ
い
て
農
協
の
見
解
を
お

聞
き
し
た
い
。
中
途
採
用
も

検
討
し
て
、
人
材
確
保
を
取

り
進
め
て
ほ
し
い
。

●
職
員
面
談
や
自
己
申
告
書

の
提
出
な
ど
行
い
、
聞
取
り

を
し
て
お
り
ま
す
。
離
職
理

由
と
し
て
は
結
婚
・
就
農
等
、

ま
た
地
元
が
深
川
な
ど
で
は

な
く
札
幌
な
ど
に
戻
っ
て
仕

事
が
し
た
い
等
が
あ
り
ま
す
。

ご
指
摘
ご
要
望
の
あ
っ
た
人

材
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、

優
先
順
位
を
高
く
意
識
し
検

討
し
て
参
り
ま
す
。

●
人
件
費
が
計
画
で
は
減
額

し
て
い
る
が
職
員
の
給
料
体

制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
？
農
協
決
算
で
余
剰
が
あ

る
よ
う
だ
が
、
職
員
に
対
し

て
は
ど
の
よ
う
に
還
元
し
て

い
る
の
か
？

●
職
員
の
退
職
と
新
採
用
に

伴
う
賃
金
差
に
よ
る
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
次
年
度
以

降
の
新
任
職
員
の
初
任
給
等

の
見
直
し
を
取
り
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
剰
余
金
に
関
し

て
は
、
令
和
４
年
度
に
お
い

て
職
員
に
対
し
決
算
手
当
と

し
て
支
給
し
て
お
り
ま
す
。

●
農
業
分
野
に
お
け
る
女
性

の
参
画
（
役
員
登
用
）
に
つ

い
て
、
新
し
い
着
眼
で
あ
り
、

よ
り
新
た
な
考
え
方
が
生
ま

れ
る
の
で
、
非
常
に
良
い
こ

と
だ
と
思
う
。
た
だ
し
、
男

性
社
会
に
女
性
が
参
画
す
る

と
云
う
こ
と
は
、
我
々
が
考

え
て
い
る
以
上
に
難
し
い
と

も
思
っ
て
い
ま
す
。「
絵
に

描
い
た
餅
」
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
て
頂
き
た
い
。

●
理
事
会
で
協
議
し
、
個
別

に
当
た
る
形
に
な
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と

し
た
形
で
最
低
で
も
２
名
以

上
は
確
保
さ
せ
て
頂
い
て
、

今
後
に
つ
な
げ
て
参
り
ま
す
。

●
本
所
の
貸
出
が
令
和
４
年

度
に
増
え
た
理
由
に
つ
い
て

教
え
て
頂
き
た
い
。

●
広
域
の
ロ
ー
ン
の
取
り
扱

い
や
、減
収
補
填
資
金（
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
等
）
な
ど

の
借
入
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
た
め
で
す
。

●
農
作
業
中
の
事
故
の
共
有

が
不
足
し
て
い
る
と
感
じ
る
。

事
故
の
詳
細
等
を
組
合
員
に

周
知
し
た
方
が
良
い
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
講
習
会
を
開

催
し
て
も
人
が
集
ま
ら
な
い

の
で
懇
談
会
後
や
青
年
部
総

会
等
、
人
が
集
ま
る
時
に
開

催
し
て
は
ど
う
か
。

●
事
故
例
の
共
有
化
を
図
り

道
内
で
起
き
た
事
故
も
周
知

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
講
習
会
の
開
催

に
つ
い
て
は
時
期
や
場
所
を

考
慮
し
、
講
習
会
等
と
の
併

催
も
検
討
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
水
田
活
用
交
付
金
の
水
張

り
１
か
月
以
上
の
ル
ー
ル
は

現
状
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

●
水
張
り
１
か
月
以
上
の
細

か
な
運
用
ル
ー
ル
は
ま
だ
国

か
ら
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
水
張
り
１
か
月
以

上
の
確
認
は
各
地
域
農
業
再

生
協
議
会
が
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、Ｊ
Ａ

管
内
統
一
基
準
を
設
定
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
に
つ

い
て
、
有
害
鳥
獣
処
理
施
設

か
ら
離
れ
て
い
る
地
域
で
は

捕
獲
後
の
移
動
や
処
理
に
手

間
と
時
間
が
か
か
る
の
で
、

な
に
か
Ｊ
Ａ
と
し
て
対
応
策

は
な
い
の
か
？

●
鳥
獣
捕
獲
後
の
処
理
対
応

に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
が
単
独

で
判
断
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ら
対
応
に
つ
い
て
は
深

川
市
と
協
議
し
て
参
り
ま
す
。

●
精
米
販
売
数
量
が
雨
竜
・

北
竜
に
比
べ
て
深
川
が
少
な

い
の
で
は
な
い
か
。

●
雨
竜
・
北
竜
は
過
去
か
ら

行
政
と
一
体
と
な
っ
て
精
米

販
売
を
実
施
し
て
お
り
、
既

存
顧
客
が
多
い
状
況
で
す
。

近
年
深
川
市
内
も
精
米
販
売

を
拡
大
す
る
た
め
、
行
政
や

ふ
か
が
わ
ま
い
生
産
組
合
・

青
年
部
な
ど
と
協
力
し
販
売

推
進
等
の
強
化
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

●
北
海
道
米
共
同
販
売
基
金

の
拠
出
金
に
つ
い
て
、
離
農

し
た
際
に
は
拠
出
金
の
返
還

等
は
あ
る
の
か
。

●
北
海
道
米
共
同
販
売
基
金

に
つ
い
て
は
生
産
者
拠
出
と

併
せ
、
系
統
に
よ
る
積
み
立

て
等
も
含
め
運
営
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
平
成
28
、
29
年
産

で
拠
出
を
頂
き
、
令
和
２
、

３
年
産
の
需
給
緩
和
時
に
生

産
者
拠
出
分
も
含
め
活
用
済

み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
返
還

等
に
つ
い
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
輸
出
米
の
価
格
や
状
況
に

つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
頂
き

た
い
。

●
輸
出
米
は
品
代
・
交
付
金

の
金
額
が
あ
る
程
度
安
定
し

て
お
り
、
需
要
も
増
加
傾
向

で
あ
り
ま
す
。
現
状
で
は
主

食
米
と
同
等
も
し
く
は
そ
れ

以
上
の
収
入
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

●「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」
で
も

輸
出
が
可
能
と
聞
い
た
が
ど

う
な
の
だ
ろ
う
か
？

●
昨
年
ま
で
は
従
前
か
ら
取

り
組
み
頂
い
て
い
る
生
産
者

で
対
応
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

販
売
先
よ
り
供
給
増
の
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
別
途

取
り
ま
と
め
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

●「
き
ら
ら
３
９
７
」
の
需

要
が
減
っ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
作
付
け
を
減
ら
し
て
も
良

い
の
で
は
？

●
主
食
と
し
て
販
売
し
て
い

る
「
き
ら
ら
３
９
７
」
の
販

売
量
は
減
少
し
て
お
り
「
な

な
つ
ぼ
し
」
の
需
要
が
大
き

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
令
和

６
年
産
に
向
け
て
販
売
先
と

協
議
を
行
い
、
推
進
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

●「
空
育
１
９
５
」に
つ
い
て
、

き
ら
ら
３
９
７
後
継
と
し
て

今
後
き
ら
ら
・
そ
ら
ゆ
き
に

か
わ
り
道
内
８
，
０
０
０
ha

の
作
付
を
全
て
置
き
換
え
て

い
き
た
い
と
報
道
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
後
の
農
協

の
方
針
に
つ
い
て
お
伺
い
し

た
い
。

●
道
内
水
稲
作
付
け
各
Ｊ
Ａ

に
対
し
て
50
㎏
の
種
も
み
が

配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。深
川
・

雨
竜
・
北
竜
地
区
に
配
分
し

各
地
区
田
１
枚
（
７
反
）
程

度
で
試
験
栽
培
を
実
施
し
検

証
し
て
い
く
予
定
で
す
。
品

種
特
性
は
、
収
量
が
２
割
増

し
と
い
う
点
と
い
も
ち
病
に

強
い
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

一
方
シ
ラ
タ
が
出
や
す
い
特

性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
し
っ

か
り
と
デ
ー
タ
を
取
り
現
地

で
栽
培
し
て
い
け
る
か
ど
う

か
検
証
し
て
参
り
ま
す
。
報

道
が
先
行
し
て
い
ま
す
が

「
き
ら
ら
３
９
７
」
に
つ
い

て
も
需
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

一
気
に
置
き
換
わ
る
こ
と
は

な
い
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

●
肥
料
等
の
予
約
奨
励
金
の

支
払
い
に
つ
い
て
の
今
後
の

考
え
方
は
？

●
次
年
度
も
高
騰
対
策
の
一

つ
と
し
て
期
中
の
奨
励
金
の

支
払
い
に
つ
い
て
は
継
続
致

し
ま
す
。
ま
た
、
肥
料
協
同

購
入
積
立
金
に
つ
い
て
は
、

肥
料
価
格
が
期
中
に
上
昇
し
、

組
合
員
に
相
当
の
負
担
が
発

生
す
る
場
合
に
取
り
崩
す
事

と
な
っ
て
お
り
、Ｊ
Ａ
単
独

で
の
取
り
崩
し
が
出
来
な
い

事
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

●
全
て
の
コ
ス
ト
が
上
昇
し

て
い
る
中
、Ｊ
Ａ
と
し
て
燃

料
や
資
材
な
ど
の
仕
入
れ
の

際
、
ホ
ク
レ
ン
や
商
社
等
と

十
分
に
交
渉
を
進
め
、
少
し

で
も
安
価
で
仕
入
れ
を
し
て

い
る
の
か
？
他
の
Ｊ
Ａ
で
は

当
Ｊ
Ａ
よ
り
安
く
供
給
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
様
に
思

わ
れ
る
。

●
安
定
的
な
供
給
量
の
確
保

を
最
優
先
と
し
て
価
格
交
渉

を
取
進
め
て
き
た
経
過
に
あ

り
ま
す
が
、
今
後
は
、
供
給

量
の
確
保
は
当
然
の
事
、
供

給
単
価
に
つ
い
て
も
少
し
で

総
務
関
係

営
農
懇
談
会
開
催

営
農
懇
談
会
開
催
令
和
５
年
３
月
13
日
〜
3
月
16
日

各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
懇
談
会
内
容
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

●
ҙ
ɾཁݟ

ࣄ
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農
業
振
興
関
係

金
融
共
済
関
係

も
安
く
供
給
で
き
る
様
、
引

き
続
き
関
係
機
関
に
強
く
交

渉
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

●
虫
泥
棒
に
代
わ
る
資
材
の

登
録
を
進
め
て
い
る
と
以
前

お
聞
き
し
た
が
、
進
捗
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

●
登
録
を
取
れ
る
よ
う
に
動

い
て
は
い
る
が
、
登
録
に
は

至
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

●
そ
ば
の
土
壌
処
理
剤
が
新

し
く
登
録
さ
れ
た
よ
う
だ
。

当
管
内
は
そ
ば
主
産
地
で
も

あ
る
の
で
重
要
な
情
報
で
あ

る
。
確
か
な
情
報
か
？

●
先
日
の
そ
ば
生
産
組
合
総

会
で
メ
ー
カ
ー
よ
り
情
報
提

供
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

正
式
に
登
録
は
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
今
後
生
産
者
へ
周
知

を
図
る
た
め
、
資
材
課
の
方

で
も
情
報
提
供
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

販
売
関
係

●
Ｊ
Ａ
決
算
で
目
的
積
立
金

を
取
り
崩
し
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
を
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
令
和
３
年
度
決
算
に
お
い

て
、
生
産
施
設
部
門
の
収
支

合
計
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た

為
、
生
産
施
設
積
立
金
の
取

崩
基
準
に
従
っ
て
取
り
崩
し

た
も
の
で
す
。

●
令
和
４
年
４
月
の
機
構
改

革
で
担
い
手
支
援
室
を
無
く

し
た
経
緯
を
教
え
て
頂
き
た

い
。

●
職
員
の
人
員
確
保
が
困
難

で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
一
番

の
要
因
で
す
。
担
い
手
支
援

室
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
業

務
は
融
資
課
に
引
き
継
が
れ

る
為
巡
回
は
継
続
し
て
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

●
深
川
市
内
各
支
所
の
老
朽

経
済
関
係

（16）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



●
他
企
業
で
は
中
途
採
用
を

行
い
職
員
数
の
確
保
を
行
っ

て
い
る
が
当
Ｊ
Ａ
は
ど
の
よ

う
な
状
況
か
。

●
今
年
度
１
名
の
中
途
採
用

を
行
い
ま
し
た
。
中
途
採
用

の
求
人
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な

ど
を
通
じ
て
）
は
引
き
続
き

継
続
し
て
行
っ
て
参
り
ま
す
。

●
今
年
度
の
計
画
で
教
育
研

修
費
が
増
加
し
て
い
る
が
ど

う
し
て
か
？

●
役
員
研
修
の
実
施
や
職
員

研
修
（
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
階
層

別
研
修
な
ど
）
も
コ
ロ
ナ
明

け
で
通
常
通
り
活
発
に
な
る

事
が
想
定
さ
れ
ま
す
し
、
さ

ら
に
は
外
部
講
師
等
を
招
い

た
研
修
（
サ
ム
ラ
イ
塾
・
な

で
し
こ
塾
・
自
分
塾
）
な
ど

も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

●
事
業
分
量
配
当
比
率
は
ど

の
よ
う
に
決
め
て
い
る
の

か
？

●
販
売
手
数
料
を
ベ
ー
ス
に

決
定
し
て
い
ま
す
。

●
離
職
者
・
退
職
者
の
割
合

に
つ
い
て
農
協
の
見
解
を
お

聞
き
し
た
い
。
中
途
採
用
も

検
討
し
て
、
人
材
確
保
を
取

り
進
め
て
ほ
し
い
。

●
職
員
面
談
や
自
己
申
告
書

の
提
出
な
ど
行
い
、
聞
取
り

を
し
て
お
り
ま
す
。
離
職
理

由
と
し
て
は
結
婚
・
就
農
等
、

ま
た
地
元
が
深
川
な
ど
で
は

な
く
札
幌
な
ど
に
戻
っ
て
仕

事
が
し
た
い
等
が
あ
り
ま
す
。

ご
指
摘
ご
要
望
の
あ
っ
た
人

材
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、

優
先
順
位
を
高
く
意
識
し
検

討
し
て
参
り
ま
す
。

●
人
件
費
が
計
画
で
は
減
額

し
て
い
る
が
職
員
の
給
料
体

制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
？
農
協
決
算
で
余
剰
が
あ

る
よ
う
だ
が
、
職
員
に
対
し

て
は
ど
の
よ
う
に
還
元
し
て

い
る
の
か
？

●
職
員
の
退
職
と
新
採
用
に

伴
う
賃
金
差
に
よ
る
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
次
年
度
以

降
の
新
任
職
員
の
初
任
給
等

の
見
直
し
を
取
り
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
剰
余
金
に
関
し

て
は
、
令
和
４
年
度
に
お
い

て
職
員
に
対
し
決
算
手
当
と

し
て
支
給
し
て
お
り
ま
す
。

●
農
業
分
野
に
お
け
る
女
性

の
参
画
（
役
員
登
用
）
に
つ

い
て
、
新
し
い
着
眼
で
あ
り
、

よ
り
新
た
な
考
え
方
が
生
ま

れ
る
の
で
、
非
常
に
良
い
こ

と
だ
と
思
う
。
た
だ
し
、
男

性
社
会
に
女
性
が
参
画
す
る

と
云
う
こ
と
は
、
我
々
が
考

え
て
い
る
以
上
に
難
し
い
と

も
思
っ
て
い
ま
す
。「
絵
に

描
い
た
餅
」
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
て
頂
き
た
い
。

●
理
事
会
で
協
議
し
、
個
別

に
当
た
る
形
に
な
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と

し
た
形
で
最
低
で
も
２
名
以

上
は
確
保
さ
せ
て
頂
い
て
、

今
後
に
つ
な
げ
て
参
り
ま
す
。

●
本
所
の
貸
出
が
令
和
４
年

度
に
増
え
た
理
由
に
つ
い
て

教
え
て
頂
き
た
い
。

●
広
域
の
ロ
ー
ン
の
取
り
扱

い
や
、減
収
補
填
資
金（
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
等
）
な
ど

の
借
入
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
た
め
で
す
。

●
農
作
業
中
の
事
故
の
共
有

が
不
足
し
て
い
る
と
感
じ
る
。

事
故
の
詳
細
等
を
組
合
員
に

周
知
し
た
方
が
良
い
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
講
習
会
を
開

催
し
て
も
人
が
集
ま
ら
な
い

の
で
懇
談
会
後
や
青
年
部
総

会
等
、
人
が
集
ま
る
時
に
開

催
し
て
は
ど
う
か
。

●
事
故
例
の
共
有
化
を
図
り

道
内
で
起
き
た
事
故
も
周
知

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
講
習
会
の
開
催

に
つ
い
て
は
時
期
や
場
所
を

考
慮
し
、
講
習
会
等
と
の
併

催
も
検
討
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
水
田
活
用
交
付
金
の
水
張

り
１
か
月
以
上
の
ル
ー
ル
は

現
状
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

●
水
張
り
１
か
月
以
上
の
細

か
な
運
用
ル
ー
ル
は
ま
だ
国

か
ら
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
水
張
り
１
か
月
以

上
の
確
認
は
各
地
域
農
業
再

生
協
議
会
が
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、Ｊ
Ａ

管
内
統
一
基
準
を
設
定
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
に
つ

い
て
、
有
害
鳥
獣
処
理
施
設

か
ら
離
れ
て
い
る
地
域
で
は

捕
獲
後
の
移
動
や
処
理
に
手

間
と
時
間
が
か
か
る
の
で
、

な
に
か
Ｊ
Ａ
と
し
て
対
応
策

は
な
い
の
か
？

●
鳥
獣
捕
獲
後
の
処
理
対
応

に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
が
単
独

で
判
断
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ら
対
応
に
つ
い
て
は
深

川
市
と
協
議
し
て
参
り
ま
す
。

●
精
米
販
売
数
量
が
雨
竜
・

北
竜
に
比
べ
て
深
川
が
少
な

い
の
で
は
な
い
か
。

●
雨
竜
・
北
竜
は
過
去
か
ら

行
政
と
一
体
と
な
っ
て
精
米

販
売
を
実
施
し
て
お
り
、
既

存
顧
客
が
多
い
状
況
で
す
。

近
年
深
川
市
内
も
精
米
販
売

を
拡
大
す
る
た
め
、
行
政
や

ふ
か
が
わ
ま
い
生
産
組
合
・

青
年
部
な
ど
と
協
力
し
販
売

推
進
等
の
強
化
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

●
北
海
道
米
共
同
販
売
基
金

の
拠
出
金
に
つ
い
て
、
離
農

し
た
際
に
は
拠
出
金
の
返
還

等
は
あ
る
の
か
。

●
北
海
道
米
共
同
販
売
基
金

に
つ
い
て
は
生
産
者
拠
出
と

併
せ
、
系
統
に
よ
る
積
み
立

て
等
も
含
め
運
営
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
平
成
28
、
29
年
産

で
拠
出
を
頂
き
、
令
和
２
、

３
年
産
の
需
給
緩
和
時
に
生

産
者
拠
出
分
も
含
め
活
用
済

み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
返
還

等
に
つ
い
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
輸
出
米
の
価
格
や
状
況
に

つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
頂
き

た
い
。

●
輸
出
米
は
品
代
・
交
付
金

の
金
額
が
あ
る
程
度
安
定
し

て
お
り
、
需
要
も
増
加
傾
向

で
あ
り
ま
す
。
現
状
で
は
主

食
米
と
同
等
も
し
く
は
そ
れ

以
上
の
収
入
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

●「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」
で
も

輸
出
が
可
能
と
聞
い
た
が
ど

う
な
の
だ
ろ
う
か
？

●
昨
年
ま
で
は
従
前
か
ら
取

り
組
み
頂
い
て
い
る
生
産
者

で
対
応
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

販
売
先
よ
り
供
給
増
の
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
別
途

取
り
ま
と
め
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

●「
き
ら
ら
３
９
７
」
の
需

要
が
減
っ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
作
付
け
を
減
ら
し
て
も
良

い
の
で
は
？

●
主
食
と
し
て
販
売
し
て
い

る
「
き
ら
ら
３
９
７
」
の
販

売
量
は
減
少
し
て
お
り
「
な

な
つ
ぼ
し
」
の
需
要
が
大
き

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
令
和

６
年
産
に
向
け
て
販
売
先
と

協
議
を
行
い
、
推
進
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

●「
空
育
１
９
５
」に
つ
い
て
、

き
ら
ら
３
９
７
後
継
と
し
て

今
後
き
ら
ら
・
そ
ら
ゆ
き
に

か
わ
り
道
内
８
，
０
０
０
ha

の
作
付
を
全
て
置
き
換
え
て

い
き
た
い
と
報
道
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
後
の
農
協

の
方
針
に
つ
い
て
お
伺
い
し

た
い
。

●
道
内
水
稲
作
付
け
各
Ｊ
Ａ

に
対
し
て
50
㎏
の
種
も
み
が

配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。深
川
・

雨
竜
・
北
竜
地
区
に
配
分
し

各
地
区
田
１
枚
（
７
反
）
程

度
で
試
験
栽
培
を
実
施
し
検

証
し
て
い
く
予
定
で
す
。
品

種
特
性
は
、
収
量
が
２
割
増

し
と
い
う
点
と
い
も
ち
病
に

強
い
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

一
方
シ
ラ
タ
が
出
や
す
い
特

性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
し
っ

か
り
と
デ
ー
タ
を
取
り
現
地

で
栽
培
し
て
い
け
る
か
ど
う

か
検
証
し
て
参
り
ま
す
。
報

道
が
先
行
し
て
い
ま
す
が

「
き
ら
ら
３
９
７
」
に
つ
い

て
も
需
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

一
気
に
置
き
換
わ
る
こ
と
は

な
い
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

●
肥
料
等
の
予
約
奨
励
金
の

支
払
い
に
つ
い
て
の
今
後
の

考
え
方
は
？

●
次
年
度
も
高
騰
対
策
の
一

つ
と
し
て
期
中
の
奨
励
金
の

支
払
い
に
つ
い
て
は
継
続
致

し
ま
す
。
ま
た
、
肥
料
協
同

購
入
積
立
金
に
つ
い
て
は
、

肥
料
価
格
が
期
中
に
上
昇
し
、

組
合
員
に
相
当
の
負
担
が
発

生
す
る
場
合
に
取
り
崩
す
事

と
な
っ
て
お
り
、Ｊ
Ａ
単
独

で
の
取
り
崩
し
が
出
来
な
い

事
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

●
全
て
の
コ
ス
ト
が
上
昇
し

て
い
る
中
、Ｊ
Ａ
と
し
て
燃

料
や
資
材
な
ど
の
仕
入
れ
の

際
、
ホ
ク
レ
ン
や
商
社
等
と

十
分
に
交
渉
を
進
め
、
少
し

で
も
安
価
で
仕
入
れ
を
し
て

い
る
の
か
？
他
の
Ｊ
Ａ
で
は

当
Ｊ
Ａ
よ
り
安
く
供
給
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
様
に
思

わ
れ
る
。

●
安
定
的
な
供
給
量
の
確
保

を
最
優
先
と
し
て
価
格
交
渉

を
取
進
め
て
き
た
経
過
に
あ

り
ま
す
が
、
今
後
は
、
供
給

量
の
確
保
は
当
然
の
事
、
供

給
単
価
に
つ
い
て
も
少
し
で

総
務
関
係

営
農
懇
談
会
開
催

営
農
懇
談
会
開
催
令
和
５
年
３
月
13
日
〜
3
月
16
日

各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
懇
談
会
内
容
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
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農
業
振
興
関
係

金
融
共
済
関
係

も
安
く
供
給
で
き
る
様
、
引

き
続
き
関
係
機
関
に
強
く
交

渉
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

●
虫
泥
棒
に
代
わ
る
資
材
の

登
録
を
進
め
て
い
る
と
以
前

お
聞
き
し
た
が
、
進
捗
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

●
登
録
を
取
れ
る
よ
う
に
動

い
て
は
い
る
が
、
登
録
に
は

至
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

●
そ
ば
の
土
壌
処
理
剤
が
新

し
く
登
録
さ
れ
た
よ
う
だ
。

当
管
内
は
そ
ば
主
産
地
で
も

あ
る
の
で
重
要
な
情
報
で
あ

る
。
確
か
な
情
報
か
？

●
先
日
の
そ
ば
生
産
組
合
総

会
で
メ
ー
カ
ー
よ
り
情
報
提

供
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

正
式
に
登
録
は
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
今
後
生
産
者
へ
周
知

を
図
る
た
め
、
資
材
課
の
方

で
も
情
報
提
供
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

販
売
関
係

●
Ｊ
Ａ
決
算
で
目
的
積
立
金

を
取
り
崩
し
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
を
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
令
和
３
年
度
決
算
に
お
い

て
、
生
産
施
設
部
門
の
収
支

合
計
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た

為
、
生
産
施
設
積
立
金
の
取

崩
基
準
に
従
っ
て
取
り
崩
し

た
も
の
で
す
。

●
令
和
４
年
４
月
の
機
構
改

革
で
担
い
手
支
援
室
を
無
く

し
た
経
緯
を
教
え
て
頂
き
た

い
。

●
職
員
の
人
員
確
保
が
困
難

で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
一
番

の
要
因
で
す
。
担
い
手
支
援

室
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
業

務
は
融
資
課
に
引
き
継
が
れ

る
為
巡
回
は
継
続
し
て
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

●
深
川
市
内
各
支
所
の
老
朽

経
済
関
係

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（17）
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

五月俳句五月俳句五月俳句

4月号の正解は
「アゲハチョウ」でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれま
した。

深 川 市　　岡田　幸子　様
深 川 市　　藤川　昌子 様
幌加内町　　中西　　博　様

【送り先】〒074-0015　深川市深川町字メム１０号線山３線5850番地
　　　　 JAきたそらち農業振興部営農企画課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-1228

【ホームぺージ応募フォーム】URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
2

3

4
5
6

7

8
9

10

11
12
13

17

19

20

寝ているときに、口や鼻から
息と一緒に出る騒音。
物のまわりの部分。物のはし。
ふち。
今日の次の日。
類人猿で最も大きな猿。
糸をたて、横に組み合わせて
織ったもの
物事がうまくいっているかどう
かの様子。「良い○○○」「不
○○〇」
住まい。人の住む建物。自宅。
長い柄の先に布などをつけた
掃除道具。
人力以外の動力を使って仕事
をする大きな装置。「○○○的」

「○○○の修理」
英語で鍵をかけること。
英語で干しぶどうのこと。
利益と損害。損と得。「○○〇
の一致」
古代の樹脂が地中に埋没して
石化したもの。
鳥や獣などを野山へとりに行
くこと。
千の十倍、百の百倍。

1

4

6

8

10
12
14

15

16
18

21
22

国の政治を行う機関。内閣を
指す。
人や動物が物をかんだりすると
きに動かす口の周りの部分。
患部の皮膚に直接塗る薬。塗
布剤。
生きているもの。生命のあるも
の。せいぶつ。
レモンや菜の花のような色。
美術品などの模写・複製。
口が小さく、胴の部分がふくら
んでいる容器。「笑いの○○が
浅い」
小麦粉をバターで炒めたもの。
調理済みのものが固形などで
市販されている。「カレーの○
○」
よその国。自分の国以外の国。
図を用いて説明すること。また
その書物。
都合がいいさま。役に立つさま。
はっきりと確かめること。

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォーム・ハガキ・
ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよりに対するご意見ご要望を
記入の上ご応募下さい。
締切6月30日消印有効で当選者とクイズの答えは令和５年8月号に掲載します。

●
雨
竜
俳
句
会

　
田
も
家
も
光
あ
つ
め
て
雪
解
村
　
　
　
　
　
　
大
林
ア
ヤ
子

　
裏
口
や
靴
の
底
に
は
春
の
土
　
　
　
　
　
　
　
北
川
　
満
江

　
廃
線
を
間
近
に
控
え
駅
長
閑
　
　
　
　
　
　
　
小
山
　
邦
男

　
ほ
つ
ほ
つ
と
川
の
流
れ
に
猫
柳
　
　
　
　
　
　
松
木
　
五
月

　
ビ
ニ
ー
ル
の
掛
か
ら
ぬ
ハ
ウ
ス
あ
る
も
春
　
　
宮
武
め
ぐ
み

　
ふ
き
の
と
う
え
ぐ
み
も
添
え
て
夕
餉
膳
　
　
　
吉
見
サ
ヨ
子

●
「
道
」
俳
句
会

北
竜
支
部

　
子
と
漫
画
歴
史
ひ
も
と
く
啄
木
忌
　
　
　
　
　
山
本
　
玲
子

　
蒔
き
終
え
て
夕
映
え
明
日
の
米
を
磨
ぐ
　
　
　
山
岸
　
正
俊

　
リ
ラ
の
香
の
空
へ
弘
法
の
鐘
の
音
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

　
不
用
意
な
一
語
を
胸
に
座
禅
草
　
　
　
　
　
　
吉
尾
　
広
子

　
残
雪
は
龍
が
飛
ぶ
よ
な
暑
寒
岳
　
　
　
　
　
　
山
下
　
好
晴

　
人
去
り
て
お
い
て
き
ぼ
り
の
黄
水
仙
　
　
　
　
中
島
　
雅
子

　
山
桜
散
り
ゆ
く
風
に
諭
さ
れ
て
　
　
　
　
　
　
宮
脇
美
和
子

　
今
年
ま
た
黄
砂
の
旅
の
何
処
ま
で
　
　
　
　
　
佐
藤
美
智
子

●
土
筆
俳
句
会

　
せ
め
ぎ
合
ふ
雪
解
の
闇
を
押
し
流
す
　
　
　
　
高
尾
美
津
子

　
還
暦
を
過
ぎ
た
一
人
子
武
具
飾
る
　
　
　
　
　
池
田
　
美
知

　
新
茶
の
香
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ぬ
　
　
　
　
山
川
　
輝
子

　
雪
渓
に
声
上
擦
り
し
都
会
の
子
　
　
　
　
　
　
南
川
冨
美
子

　
香
を
追
い
て
足
早
に
急
く
春
惜
し
む
　
　
　
　
佐
藤
英
三
子

　
真
っ
白
い
ス
ニ
ー
カ
ー
履
き
花
を
踏
む
　
　
　
菅
原
　
優
子

　
カ
タ
ク
リ
や
紅
紫
の
頬
揺
れ
て
　
　
　
　
　
　
滝
口
富
美
子

　
土
の
香
を
立
て
て
茹
で
た
る
新
筍
　
　
　
　
　
森
田
裕
美
子

　
孵
り
待
つ
は
ん
ざ
き
の
卵
深
山
沼
　
　
　
　
　
小
橋
　
厚
子

A B C D E

1 2 3 4 5

6 7

8 9

10 11

12 13 14

15 16 17

18 19 20

21 22

D

C

A

B

E

（20）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



１．関係団体等諸会議について
２．内部監査報告について
３．組合員の加入脱退について
４．財務報告及び事業実績について
５．JAきたそらち災害対策組織図及び緊急時連絡先
について

６．JAバンク基本方針に基づくJA財務モニタリング
の報告について

７．固定資産の取得・修繕について
８．職員の人事及び業務事故について
９．農作業アルバイトについて
10．「JAバンクの内部管理態勢構築にかかる指針」に
ついて

11．貸出金の貸付報告について

12．令和5年度　JAバンク経営戦略シートの策定に
ついて

13．令和５年度　共済一斉推進日程について
14．令和５年産米の「生産の目安」及び空知管内調
整について

15．令和４年度補正 畑地化促進事業要望額の再精査
結果について

16．コメ新市場開拓等促進事業・畑作物産地形成促進
事業（旧水田リノベ事業）採択結果一覧について

17．令和５年３月営農懇談会意見・質問報告について
18．米在庫状況について
19．令和３年産そば（幌加内）最終精算について
20．畜産物の販売実績について
21．青果・花き集荷販売実績について
22．経済部事業実績について

議案第１号　出資金の持分譲渡について
議案第２号　信用事業及び財産の状況に関する説明書

類の縦覧について
議案第３号　事業計画規程の一部変更について
議案第４号　内部統制規程の一部変更について

議案第５号　経理規程の一部変更について
議案第６号　貸出金の貸付について
議案第７号　そば色彩選別機導入に係る請負業者選

定方法等について

提
出
議
案

１．令和５年　「営農指導体制を軸とした」実践活動
について

２．令和５年産　米の取扱いについて
３．令和５年産　「玄そば」の取扱いについて

協
議
事
項

報

告

事

項

第５回理事会 〈令和5年5月9日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

１．関係団体等諸会議について
２．令和５年新嘗祭献穀者の推薦について

議案第１号　理事報酬額及び支給方法の決定について
議案第２号　組合員の出資金持分譲渡について

議案第３号　行政庁への業務報告書の提出について
議案第４号　固定資産の取得について

提
出
議
案

報
告
事
項

第４回理事会 〈令和5年4月7日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

４．令和５年産　農産物予約前渡金及び概算金につい
て

５．日本郵便（株）との「ゆうパック運賃訴訟」
について

※今月の新風は休載いたします。

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（21）



金融共済部からのお知らせ
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